
─　　　─

社会鍼灸学研究 2021　(通巻16号)

ii
    1 
 
 
 

この論文は、第16回社会鍼灸学研究会の講演をテープ起こししたものです。 

図表の著作権は熊野氏にあります。無断で引用、転載は禁止致します。 

  

「「何何故故、、SSDDGGssがが始始ままっったたかか？？～～近近代代のの誤誤作作動動かからら、、正正作作動動へへ～～」」 

熊熊野野英英介介  

アアミミタタホホーールルデディィンンググスス株株式式会会社社  代代表表取取締締役役会会長長兼兼CCEEOO 

 

ⅠⅠ．．ははじじめめにに  

ただいまご紹介に預かりました熊野でござい

ます。過分なご紹介、本当にありがとうござい

ます。私は、今回「持続可能社会と鍼灸」とい

うテーマの中で、「SDGsを含む環境課題、―医

療と鍼灸を踏まえて―」というお題を頂きまし

た。私が持続可能な社会の実現に必要な社会課

題解決の事業に取り組みだした 40 数年前は、

まだ環境問題といえば公害問題だった時代でし

た。大阪万博で「人類の進歩と調和」と言いな

がら、裏側でなぜ公害問題が起きるのか、その

矛盾を解決したいと。その結果、人間の誤作動

ということに注目し、そこを正作動に戻したい

ということを今回のテーマにさせて頂きました。 

リーマンショックが2008年に起きましたが、

その時に誤作動を正作動に戻さないといけない

との想いで 2009 年に信頼資本財団という財団

を作りました。信用というのは数値化ができて

も、信頼は数値化ができないものです。信用の

関係性があっても信頼の関係性がなければ、世

の中を動的平衡にもって行けないだろうという

思いがずっとあったので、今から 12 年前に財

団を立ち上げました。無利子、無利息、無保証

で、今まで約 50 団体の社会的な企業を応援し

ましたが、1 団体も持ち逃げ焦げ付きがないと

いうのが12年間続いています。 

今回のテーマを頂き、改めて世の中を振り返

ってみると、医療と社会保障が今のような形に

なったのは、私の認識では、ビスマルクが社会

保障を国家の仕事にし始めた時からだと思いま

す。当時、近代国家のメカニズムが富国強兵の

ためのものとなり、富国強兵のための社会保障

にするため、国家の仕事にする必要があった。

国民よりも軍隊や部隊という機能が富を作るメ

カニズムになっていた。実は、医療も軍隊のた

めの医療が中心であり、富国強兵モデルから今

の医療の形が形成されています。つまり社会保

障も医療も、外側に問題が出てこないと対処で

きません。一方で内側の問題を解決するのには

時間がかかります。このような時間がかかるこ

とを、東洋医学や鍼灸では伝統的に「気を整え

る」と言います。社会保障を互助・共助で整え

るという、内因の解決が大事だということです。

そこで「誤作動から正作動へ」という考えを、

今日はご紹介したいと思います。  

ⅡⅡ．．幸幸福福追追求求ののたためめののははずずだだっったた経経済済のの「「誤誤作作動動」」

のの始始ままりり  

11.. IIPPCCCCのの報報告告  

前置きが長くなりました。皆さん、あまり環

境の事は日頃興味がないかもしれませんが、今

年の 8 月に、IPCC（Intergovernmental Panel 

on Climate Change：気候変動に関する政府間パ

ネル）が気候変動に関する第6次評価報告書を

出しました。この報告書の中で、今の気候変動

は、疑いなく、人間の経済活動に起因するもの

であることが断定されました。今の人類がバラ

ンスを保って炭素量をキープできるのは、あと

10 年しかない計算になるそうです。今から 10

年というのは2030年ですね。 

この 10 年で炭素の上限を超えるとどういう

ことになるのかという結論が、異常気象です。

今年も 5～6 月にカナダやアメリカの西部で記

録的な熱波が数週間続き、気温が 50 度近くま

で上がりました。これはヒートドームという現

象が原因とみられる異常気象です。こうした異

常気象が広がることで起きる人間の経済活動、

並びに生活活動への影響は、想像を超えていく

だろうと、IPCC の報告書には書かれています。 
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